


「美しい海岸と急峻な斜面に広がる矢櫃地区」
「紀伊水道に浮かぶ無人島・地ノ島」
「岬の稜線を走る風光明媚な有田みかん海道」
「有田みかん出荷の拠点であった歴史ある港町」
「太刀魚の水揚げ日本一を誇る箕島漁港」

５つの地域資源

プロジェクトがめざす姿
　5つの地域資源それぞれで地元の方々と一緒に取組みをすすめる中で、それぞれの「星」
を成長させ、チャレンジやつながりを広げていくことで、5つの地域が「線」でつながり、
さらには「面」になることをめざしています。西海岸エリアが、市の誇りとして「なくて
はならない」エリアとなり、最終的には有田市全体が活性化するよう、これからも地域の
皆さまと一緒に取組みをすすめてまいります。

　平成28年度から、魅力的な
資源が眠る西海岸エリアの５つ
の拠点において、地域資源の磨
きあげと魅力の発信に取り組ん
できました。
　各プロジェクトとも、地域の
方々と方向性を一緒に考え、多
種多様な取組みを行うことで、
徐々に変化も現れてきていま
す。今回、それぞれの最新の状
況や今後の展望について、プロ
ジェクトに関連のある方々にお
話しを伺いました。
　皆さんも、５つの拠点を巡っ
て、有田市の魅力を再発見して
みませんか？

①矢櫃地区を海から
②みかん海道フォトコンテスト最優秀作品
③太刀魚漁獲高日本一の箕島漁港
④⑤地ノ島での無人島シネマキャンプ
⑥港町から見る夕日
⑦みかん海道でのサイクリングイベント
⑧くらしちゃる矢櫃でピザ釜作り

西海岸 5つ星プロジェクトの
情報を中心に発信しています。

URL:https://www.facebook.com/
有田市西海岸エリア５つ星プロジェクト
-421663141765364/

Facebookで
情報発信中！
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５つ星プロジェクトの今
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■ 産直施設「浜のうたせ」が来年ゴールデンウィークにオープン！ ■
　西日本有数の規模を誇る活気溢れる漁港を強みとして、新たに建設中の産
直施設が観光客にとっても目的地となり、地元の方にも喜んでもらえる施設
となるよう、有田箕島漁業協同組合が主体となり、㈱松源と市も連携して整
備が進められています。
■ 「浜のうたせ」の名前に対する想い ■
　漁師さんたちにとって思い入れがある「浜」と「うたせ」の２つをシンプ
ルに組み合わせ、箕島漁港ならではの「雰囲気」と「活気」を表しています。

■ 「くらしちゃる矢櫃」ができて ■
　「くらしちゃる矢櫃」ができて、矢櫃地区への人の
往来が多くなり、賑やかになったと感じています。利
用してくれる若い方々や家族連れの方々と、釣りやピ
ザ作りの体験プログラム等で関わりを持つことも多
く、地区のみんなも今まで以上に協力的になってきて
いると感じています。

■ これからの矢櫃地区 ■
　「くらしちゃる矢櫃」に来てく
れた方々がＳＮＳ等で良さを広め
てくれて、将来的に移住につなが
れば最高ですね。今は行政が企画
を作ってくれて、引っ張っても
らっている感じです。今後の理想
は、市はアドバイザーのような立
ち位置で、地区の自分達が主体で
まわりを巻き込んでいければと
思っています。

■ ㈱ジョブライブさんとの関わりの中で ■
　これまで、渡船のお客さんは関西からが中心でした
が、ここ数年で関東地域のお客さんも増えていて、客
層の変化を感じています。全国からお客さんが来てく
れるので、いろんな話が聞けるのは楽しみです。無人
島の活性化に取り組んでいる「㈱ジョブライブ」さん
が「無人島シネマキャンプ」など、様々な企画を実施
してくれたり、ＳＮＳやＨＰ等で地ノ島の魅力を発信
してくれたりしていることも大きな要因だと感じてい
ます。
■ これからの地ノ島 ■
　これからも地域の皆さんと一緒
になって有田を盛り上げていきた
いです。来年は産直市場もできる
ので、５つのプロジェクトの拠点
をまわってもらって、人のめぐり
が活発になればいいなと思ってい
ます。

■ みかん海道との出会い ■
　６年ほど前、道に迷ってみかん海道を登っていると、
頂上付近で視界がパッと開けて、海の眺めに惹きつけ
られました。それ以来、癒しと元気をもらえるこの場
所が大好きになり、悩んだ時に通うようになりました。
■ 「場所」と「食」の力を明日の活力に ■
　ご縁があってこの場所でお店をさせていただくこと
になり、この景色とお出しする食べ物が、お客様の明

日の活力につながっていったら良い
なという気持ちで仕事をしています。
　市外からたくさんのお客様にお越
しいただいています。また、地元の
方にとっても、他の方を連れて来た
くなるような場所にしたいと思って
います。私の大好きなこの場所が、
地元の方にとっても誇れる場所に
なってほしいです。

■ 学校運営協議会として ■
　昨年、港小学校の地区学習のために何かできないか
校長先生と話し合っていたところ、5つ星プロジェク
トから地区の魅力を発掘するポイントラリーのお話を
いただきました。急ピッチで準備をして、12月に実
施することができました。大人の私でも知らなかった
発見があり、子どもたちも発見を通じて、少しずつ興
味を持ってくれているかなと思っています。
■ 港の魅力を伝えたい ■
　学年毎の地区学習なども継続して
いきたいですし、５つ星プロジェク
トとも関係性を持っていきたいです。
子どもたちが高校卒業を機に有田か
ら出てしまうのはある意味仕方ない
ですが、港町を、有田市を好きになっ
て、将来また戻ってきてもらいたい
という思いで取り組んでいます。

くらしちゃる矢櫃
運営協議会

会長　古川　友次さん

Kiranah（キラナ）
オーナー　
橋本　愛子さん

初島渡船企業組合　
南村　貴富さん

　港小学校学校運営
　協議会委員　

岩本　泰旨さん

ふるかわ とも じ

はしもと あい こ

みなみむら とみたか

いわもと ひろ し

　　矢櫃・みかん海道…経営企画課　まちづくり係　℡ 22-3731　　地ノ島・港町…産業振興課　商工観光課係　℡ 22-3624
　　箕島漁港…産業振興課　水産係　℡ 22-3628

出荷者募集中！
詳しくは産業振興
課水産係までお問
合わせください。

問
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二
十
代
の
頃
か
ら
勤
務
す
る
会
社
の
コ
ー
ラ

ス
部
、
男
声
合
唱
団
に
所
属
。
昭
和
51
年
か
ら

は
和
歌
山
県
第
九
合
唱
団
に
も
入
団
さ
れ
る
な

ど
、
幅
広
く
活
動
さ
れ
て
き
た
。 

　
昨
年
本
市
文
化
賞
を
受
賞
し
た
成
川
守
彦
氏

ら
と
平
成
６
年
に
有
田
市
民
合
唱
団
（
混
声
）

の
結
成
に
携
わ
り
、
長
年
事
務
局
と
し
て
運
営

を
担
っ
て
こ
ら
れ
、
平
成
24
年
か
ら
は
同
団
体

の
団
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
。

　
有
田
市
芸
能
大
会
の
実
行
委
員
長
を
平
成
25

年
か
ら
務
め
ら
れ
て
お
り
、
芸
能
大
会
の
ゲ
ス

ト
出
演
枠
の
年
代
の
裾
野
を
広
げ
る
と
と
も

に
、
大
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
自
ら
考
案

さ
れ
る
な
ど
、
当
大
会
の
盛
り
上
げ
に
尽
力
さ

れ
て
き
た
。

　
平
成
28
年
か
ら
は
、
毎
年
２
月
に
行
わ
れ
て

い
る
オ
レ
ン
ジ
コ
ン
サ
ー
ト
の
実
行
委
員
長
を

務
め
ら
れ
、
中
学
生
や
高
校
生
に
多
く
の
観
客

の
前
で
演
じ
る
機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
積
極

的
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
発
足
し
た
「
橘
の
里
コ
ン

サ
ー
ト
」
実
行
委
員
長
を
務
め
ら
れ
、
10
月
に
行

わ
れ
た
演
奏
会
で
は
来
場
さ
れ
た
多
く
の
方
々
と

日
本
を
代
表
す
る
プ
ロ
の
演
奏
に
触
れ
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
共
有
さ
れ
た
。

　
現
在
は
、
有
田
市
民
会
館
自
主
事
業
実
行
委

員
会
委
員
と
し
て
、
２
年
前
に
完
成
し
た
紀
文

ホ
ー
ル
を
拠
点
と
し
た
文
化
活
動
に
も
精
力
的

に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
本
市
文
化
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
て
い
る
。

　
長
年
、
市
内
の
小
学
校
教
諭
と
し
て
勤
め
、

「
心
に
響
く
授
業
、
学
ぶ
こ
と
が
喜
び
と
な
る

授
業
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
研
鑽
し
、
創
意
工

夫
し
た
学
習
指
導
の
実
践
に
取
り
組
ま
れ
た
。

　
大
学
時
代
に
そ
の
時
の
気
持
ち
を
簡
単
な
歌

詞
で
表
現
す
る
こ
と
に
喜
び
を
覚
え
た
経
験
か

ら
、
こ
れ
ま
で
に
赴
任
し
た
学
校
に
お
い
て
、

地
域
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し
や
文
化
を
歌
に
詠

み
、
そ
の
時
々
に
感
じ
る
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

た
い
想
い
を
歌
詞
に
託
し
て
、
一
緒
に
歌
う
こ

と
で
児
童
の
家
族
愛
や
郷
土
愛
の
向
上
に
つ
な

げ
ら
れ
て
き
た
。

　
有
田
市
の
四
季
折
々
の
良
さ
が
表
現
さ
れ
た

「
ぼ
く
の
ま
ち
」
や
み
ん
な
の
輪
の
中
に
入
る

の
が
苦
手
な
男
の
子
の
気
持
ち
を
歌
っ
た
「
赤

い
か
い
じ
ゅ
う
の
う
た
」
は
、
保
田
小
学
校
に

お
い
て
歌
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
み
か
ん
」
は
、
み
か
ん
作
り
に
情
熱
を
注

ぐ
祖
父
か
ら
受
け
た
愛
情
を
表
現
し
、
宮
原
小

学
校
で
歌
わ
れ
て
い
る
。そ
し
て
、「
は
ま
っ
子
」

は
、
漁
師
ま
ち
で
生
き
る
家
族
の
姿
を
誇
り
に

思
い
な
が
ら
育
っ
た
子
ど
も
の
視
点
か
ら
表
現

さ
れ
、
田
鶴
小
学
校
で
歌
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
曲
は
、
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、

保
護
者
、
地
域
の
方
々
に
郷
土
へ
の
愛
着
を
感

じ
さ
せ
、
い
つ
ま
で
も
「
心
に
残
る
曲
」
と
し

て
、
現
在
も
音
楽
会
な
ど
を
中
心
に
長
年
に
わ

た
り
歌
い
継
が
れ
て
お
り
、
そ
の
功
績
は
、
地

域
文
化
の
向
上
及
び
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

　
高
校
卒
業
後
に
上
京
し
、
芸
能
事
務
所
株
式

会
社
ア
ミ
ュ
ー
ズ
に
所
属
、
平
成
９
年
、
２
人

組
ユ
ニ
ッ
ト
を
結
成
し
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を

果
た
さ
れ
た
。
そ
の
後
、Ｃ
Ｄ
発
売
や
ラ
ジ
オ

番
組
「
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン
」
の
レ
ギ
ュ

ラ
ー
出
演
な
ど
約
６
年
間
活
動
し
、
平
成
15
年

に
和
歌
山
へ
帰
郷
。
市
民
会
館
で
の
ワ
ン
マ
ン

ラ
イ
ブ
、
地
元
企
業
の
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
制
作
・
発

表
な
ど
の
活
動
を
さ
れ
た
。

　
平
成
21
年
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー

タ
ー
に
就
任
し
、
紀
文
ま
つ
り
花
火
大
会
な
ど

に
出
演
し
、
自
然
体
で
観
客
と
一
体
と
な
っ
た

Ｍ
Ｃ
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
ま
ち
の
活
性
化
に

寄
与
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
特
色
に
ち

な
ん
だ
作
詞
、
作
曲
も
手
が
け
ら
れ
て
い
る
。

代
表
的
な
作
品
と
し
て
、
市
の
地
名
や
名
所
を

歌
詞
に
織
り
込
ん
で
紹
介
し
た
「
箕
島
駅
」
や

太
刀
魚
（
た
っ
ち
ょ
）
の
加
工
品
の
Ｐ
Ｒ
ソ
ン

グ
「
ド
ン
・
た
っ
ち
ょ
く
ん
物
語
」
が
あ
る
。

「
ド
ン
・
た
っ
ち
ょ
く
ん
物
語
」
は
、
保
育
所

や
小
学
校
等
の
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
歌
い
な

が
ら
踊
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
ご
当
地

ソ
ン
グ
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
。

　
今
後
は
、
市
内
の
み
な
ら
ず
市
外
の
方
々
に

も
有
田
市
の
文
化
的
な
魅
力
を
発
信
で
き
る
歌

を
作
り
、
自
身
が
架
け
橋
と
な
っ
て
地
域
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
氏
の
音
楽

活
動
は
、
本
市
文
化
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
て
お

り
、今
後
も
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

文
化
功
労
賞

文
化
奨
励
賞

文
化
奨
励
賞

中島 玲子 氏
なか しま れい こ

令和元年度有田市文化賞

　
こ
の
賞
は
、
本
市
文
化
の
発

展
に
貢
献
し
た
と
認
め
ら
れ
る

個
人
ま
た
は
団
体
に
対
し
、
そ

の
功
績
を
た
た
え
市
長
が
表
彰

す
る
も
の
で
、
今
回
で
27
回
目

の
表
彰
と
な
り
ま
す
。

　
11
月
７
日
（
木
）
に
表
彰
式

を
行
い
、
次
の
方
々
を
表
彰
し

ま
し
た
の
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

Arida Information
～有田市からのおしらせ～

人口・世帯数
【令和元年11月 1日現在】

人口　27,787人（前月比-28人）
男　13,223人　女　14,564人
世帯数　11,747戸

野田 政男 氏
の だ まさ お

大峯 章嗣 氏
おお みね しょう じ
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■
市
役
所
・
市
立
病
院
・
水
道
事
務
所

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
12
月
28
日（
土
）〜
令
和
２
年
１
月
３
日（
金
）

は
業
務
を
休
業
し
ま
す
。
業
務
休
業
中
、
婚
姻
、

出
生
、
死
亡
な
ど
の
戸
籍
の
届
出
に
限
っ
て
、

市
役
所
警
備
室
（
市
役
所
１
階
駐
車
場
入
口
）

に
て
受
付
し
ま
す
。
市
立
病
院
で
の
緊
急
時
の

診
察
等
に
つ
い
て
は
℡
82 

ー 

２
１
５
１
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
有
田
地
方
休
日
急
患
診
療
所
の

年
末
年
始
の
診
療
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
診
療
日
　
12
月
30
日
（
月
）
〜

　
令
和
２
年
１
月
３
日
（
金
）

診
療
時
間
　
10
時
〜
16
時

　※

受
付
は
15
時
30
分
ま
で

診
療
科
目
　
内
科
・
小
児
科

※
詳
し
く
は
和
歌
山
地
方
法
務
局
戸
籍
課
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
和
歌
山
地
方
法
務
局
　
戸
籍
課
　
　

　
　
℡
０
７
３ 
ー 
４
２
２ 

ー 

５
１
３
１
（
代
表
）

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
ず
っ
と
元
気
に
過
ご
せ

る
よ
う
、
身
体
や
心
の
機
能
を
維
持
す
る
目
的

で
行
う
教
室
で
す
。

■
柔
道
整
復
師
に
よ
る
教
室
（
無
料
）

　
ス
ト
レ
ッ
チ
・
軽
い
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

　
脳
ト
レ

■
や
わ
ら
元
気
体
操
（
無
料
）

申
込
み

・
有
田
整
骨
院
　
℡
83 

ー 

３
３
１
４

・
京
井
整
骨
院
　
℡
83 

ー 

６
１
６
２

・
し
ま
だ
整
骨
院
　
℡
83 

ー 

３
７
７
８

・
竹
中
接
骨
院
　
℡
83 

ー 

４
０
５
０

・
ま
ん
た
に
整
骨
院
　
℡
83 

ー 

５
１
５
１

・
宮
崎
町
名
倉
堂
接
骨
院
　
℡
83 

ー 

５
７
０
７

・
宮
原
名
倉
堂
接
骨
院
　
℡
88 

ー 

５
２
１
６

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
22 

ー 

３
５
４
０

　
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て
は
、
特
別

収
集
体
制
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
令
和
２
年
の

ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認
の
う
え
、
お

間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ご
み
の
持
込
み
に
つ
い
て
は
、
年
末
年
始
は

混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
持
込
み
く
だ

さ
い
。

　
　
生
活
環
境
課
　
℡
22 

ー 

３
５
６
５

申
込
み
先
　
各
清
掃
業
者

受
付
最
終
日
　
12
月
27
日
（
金
）
正
午
ま
で

受
付
開
始
日
　
令
和
２
年
１
月
７
日
（
火
）

　
年
末
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
有
田
市
清
掃
組
合
　
℡
83 

ー 

６
４
５
４

※

平
日
　
８
時
30
分
〜
正
午

①
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て

　
運
転
免
許
証
な
ど
と
同
様
に
、

身
分
証
明
書
と
し
て
使
え
ま
す
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
書
類
と
し
て

　
年
金
や
税
な
ど
の
手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
求
め
ら
れ
て
も
、こ
れ
１
枚
で
大
丈
夫
で
す
。

③
行
政
手
続
き
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
申
請
に

　
確
定
申
告
な
ど
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
民
間
サ
ー
ビ
ス
で
も

証
券
口
座
の
開
設
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
締
結
で
利

用
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。（
今
後
拡
大
予
定
）

　
市
民
課
窓
口
に
て
、
無
料
で
申
請
用
の
写
真

を
お
撮
り
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　
　
市
民
課
　
℡
22 

ー 

３
５
６
１

　
令
和
２
年
１
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
和
歌
山

地
方
法
務
局
に
お
け
る
国
籍
事
務
の
取
扱
い
が

変
更
さ
れ
、
県
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
申
請

又
は
届
出
等
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
地
方
法
務

局
戸
籍
課
に
お
い
て
の
み
取
り
扱
う
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
国
籍
選
択
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て

は
、
従
来
ど
お
り
和
歌
山
地
方
法
務
局
戸
籍
課

及
び
各
支
局
に
お
い
て
取
り
扱
い
ま
す
。

令
和
元
年
秋
の
叙
勲
・

　

 

第
33
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
者

年
末
年
始
の
開
館
状
況

年
末
年
始
の
ト
イ
レ
の
汲
み
取
り

こ
ん
な
に
便
利
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
　
　

 

〜
無
料
で
取
得
で
き
ま
す
〜

和
歌
山
地
方
法
務
局
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

 

国
籍
事
務
の
取
扱
い
変
更

65
歳
を
迎
え
た
ら

　

 

介
護
予
防
運
動
教
室
に
参
加
し
よ
う
！

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
・
持
込
み

問

問 問

問問

お
し
ら
せ

ごみの種類
燃えるごみ・粗大ごみ・
その他の不燃物

環境センター
（℡ 52-5384）

12月30日（月）
15時まで

１月６日（月）
８時30分から

プラスチック
有田再生資源協同組合
（株式会社古勝 吉備工場

12月27日（金）
15時まで

１月６日（月）
10時から

ビン・缶・ペットボトル
有田再生資源協同組合
（株式会社古勝 本社

　℡ 52-2002）

　℡ 63-1131）
（資源ごみ）新聞・雑誌・
段ボール・古布・古着

清掃センター
（℡ 82-5747）

12月27日（金）
17時15分まで

１月６日（月）
８時30分から

ごみの種類

持込み先

申込み先

年末最終日

受付最終日

年始開始日

受付開始日

粗大ごみ 清掃センター
（℡ 82-5747）

12月24日（火）
17時15分まで

１月６日（月）
８時30分から

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
市
か
ら
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
旭
日
単
光
章（
中
小
企
業
振
興
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤 

修 

氏

　
瑞
宝
双
光
章（
消
防
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
川 

友
次 

氏

　
瑞
宝
単
光
章（
消
防
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
田 

博
嗣 

氏

い

と
う

お
さ
む

ふ
る
か
わ

と
も

し
ま

だ

ひ
ろ

じつ
ぐ

13：00～
13：30～
13：00～
13：30～
13：30～
13：30～
13：00～
13：00～
13：00～
13：00～
13：30～
13：30～

月曜日
月曜日
火曜日
火曜日
水曜日
水曜日
木曜日
木曜日
木曜日
金曜日
金曜日
金曜日

初島公民館
千田西公民館
宮崎公民館
須谷会館
糸我公民館
港会館
野みかんセンター
男浦コミュニティセンター
北原教育集会所
滝川原公民館
山地コミュニティセンター
新堂農事センター

時　間開催日場　　　所

※祝祭日や天候の都合等で開催日が変更になる場合があります。
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11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か
け
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
し
、
１
か
月
の
自
己
負

担
額
が
２
０
０
円
以
上
軽
減
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
方
を
対
象
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用

促
進
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
患
者

負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の
改
善
の
た

め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

※

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
を
強

制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

お
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

へ
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
又
は
薬
剤
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
２
０ 

ー 

５
３ 

ー 

０
０
０
６（
通
話
無
料
）

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

℡
０
７
３ 

ー 

４
２
８ 

ー 

６
６
８
８

　

償
却
資
産
と
は
、
土
地
・
家
屋
以
外
の
事
業

用
資
産
（
構
築
物
、
機
械
、
備
品
な
ど
）
の
こ

と
で
す
。
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
の
資
産
状
況
等
を
市
に
申
告
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象

で
す
の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
方
法　

税
務
課
へ
申
告
書
を
提
出（
郵
送
可
）

※

平
成
31
年
度
（
令
和
元
年
度
）
に
申
告
さ
れ

た
方
に
は
書
類
を
送
付
し
ま
す
。
初
め
て
申

告
さ
れ
る
方
は
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

令
和
２
年
１
月
31
日（
金
）郵
送
必
着

■
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
て
い
る
方
へ

　

太
陽
光
発
電
設
備
（
太
陽
光
パ
ネ
ル
）
の
多

■
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
【
一
般
】

受
付
期
間　

11
月
１
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
１
月
６
日（
月
）

試
験
期
日　

令
和
２
年
１
月
18
日
（
土
）

■
自
衛
官
候
補
生

受
付
期
間　

12
月
14
日
（
土
）
ま
で

試
験
期
日　

12
月
15
日
（
日
）

※

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※

有
田
募
集
案
内
所
に
お
い
て
、
募
集
説
明
会

を
常
時
実
施
中
で
す
。

　
（
平
日
９
時
〜
17
時
30
分
）

　
　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　
　
　

有
田
募
集
案
内
所　

℡
82 

ー 

６
６
３
１

日
時　

令
和
２
年
１
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

ふ
る
さ
と
の
川
総
合
公
園

表
彰　

よ
く
で
き
て
る
で
賞

　
　
　

よ
く
あ
が
っ
た
で
賞

対
象　

市
内
在
住
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

の
皆
さ
ん
は
手
作
り
の
凧
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
受
付
し
ま
す
。

※

雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

※

凧
あ
げ
大
会
の
後
は
あ
た
た
か
い
と
ん
汁
を

用
意
し
て
い
ま
す
。（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。）

主
催　

有
田
市
地
域
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

実
行
委
員
会

後
援　

有
田
市
地
域
活
動
連
絡
協
議
会

　

有
田
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

　
　

生
涯
学
習
課　

℡
22 

ー 

３
７
６
１

く
は
事
業
用
資
産
に
分
類
さ
れ
償
却
資
産
税
の

申
告
が
必
要
で
す
。
個
人
が
住
宅
用
に
設
置
し

た
も
の
で
も
売
電
し
て
い
る
場
合
は
事
業
用
資

産
と
な
り
ま
す
。次
の
表
で
、申
告
対
象
に
な
っ

て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　

税
務
課
（
内
線
５
１
４
）

①e-Tax

の
利
用
手
続
が
よ
り
便
利
に

　

平
成
31
年
１
月
か
ら
従
来
の
方
式
に
加
え
、

次
の
２
つ
の
方
式
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式 

・
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、e-Tax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
定
申
告

　

所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の
申
告
書
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
作
成
で
き
ま
す
。

　

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
れ

ば
、
税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
申
告
書
等
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
作
成
し
た
申
告
書
等

をe-Tax

か
ら
送
信
す
る
こ
と
で
、
税
務
署
に

行
か
ず
に
自
宅
か
ら
申
告
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
給
与
収
入
が
あ
る
方
や
年
金
収
入
、

副
業
等
の
雑
所
得
が
あ
る
方
な
ど
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
最
適
化
し
た
デ
ザ

イ
ン
の
画
面
で
所
得
税
の
申
告
書
を
作
成
い
た

だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　

湯
浅
税
務
署　

℡
63 

ー 

５
３
５
１

採
用
職
種
・
人
員　

事
務
補
助
員
・
１
名

採
用
期
間　

令
和
２
年
１
月
６
日
〜

令
和
２
年
２
月
29
日

応
募
資
格　

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

等
）
の
操
作
が
で
き
る
こ
と

仕
事
内
容　

統
計
調
査
に
関
す
る
事
務
補
助
等

（
調
査
員
説
明
会
開
催
の
事
前
準
備
、
指
導

員
及
び
調
査
員
と
の
連
絡
調
整
事
務
、
調
査

票
の
審
査
事
務
な
ど
）

給
与
等　

日
額
６
，
５
０
０
円
。
超
過
勤
務
手

当
、
通
勤
手
当
（
交
通
用
具
使
用
、
片
道
２

㎞
以
上
）、
雇
用
保
険
、
健
康
保
険
、
厚
生

年
金
保
険
あ
り

勤
務
時
間　

週
５
日（
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

勤
務
。
休
日
は
土
・
日
・
祝
日
。

就
業
場
所　

経
営
企
画
課

募
集
期
間　

12
月
17
日
（
火
）
ま
で
（
必
着
）

受
付
時
間　

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

試
験
等　

面
接
試
験
は
12
月
20
日
（
金
）
実
施

予
定
。（
時
間
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。）

申
込
み
先　

総
務
課
人
事
係

※

申
込
書
は
、所
定
の
様
式
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　

総
務
課　

℡
22 

ー 

３
７
４
２

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　
　
　

 

加
入
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

令
和
２
年
度
償
却
資
産
の
申
告

経
営
企
画
課　

臨
時
職
員
募
集

募
　
集

新
春
凧
あ
げ
大
会

自
衛
官
募
集イ

ベ
ン
ト

問

問問

問

問

問

問　保健センター
　　℡ 82-3223

太陽光発電設備

10キロワット未満

償却資産税申告の対
象外です。
※取得額を経費とし
ている場合は、事業
用となります。

事業用の資産として、売電の有無にかかわ
らず、申告の対象となります。

10キロワット以上

発電量の全量又は余
剰を売電する場合、
事業用資産となり、
申告の対象となりま
す。

設置者

個人

（住宅用）

個人
（事業用）
法人

※売電収入は、その収入に係る確定申告または市申告
　が必要です。（償却資産税の申告とは異なります。）

立
っ
て
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
助
言
や

支
援
を
行
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
福
祉
を
専

門
に
担
当
し
、
関
係
機
関
と
区
域
担
当
委
員
の

連
絡
調
整
を
行
い
ま
す
。

　
　

 

福
祉
課　

℡
22 

ー 

３
５
２
２

　

平
成
31
年
４
月
１
日
時
点
で
年
金
を
受
給
中

で
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
に
は
、
９
月

中
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
書
が
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
。
請
求
書
を
提
出
し
て
い
な
い
場
合

は
、給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
請
求
が
令
和
２
年
１
月
以
降
に
遅
れ

た
場
合
は
、
請
求
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支

払
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
、
請
求
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
切
手
を
貼
付
け
、
12
月
27

日
（
金
）
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
で
請
求
書
が

受
付
さ
れ
る
よ
う
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

請
求
書
を
紛
失
ま
た
は
送
付
さ
れ
て
い
る
か

ご
不
明
な
場
合
や
、
受
給
要
件
に
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
場
合
等
、
請
求
等
に
関
す
る
お
問
合

せ
に
関
し
て
は
、「
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
年
金
を
請
求
さ
れ
る
方
は
、
年
金
の

請
求
手
続
き
を
行
う
際
に
、
合
わ
せ
て
給
付
金

の
認
定
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　

℡
０
５
７
０ 

ー 

０
５ 

ー 

４
０
９
２

　

健
康
課　

℡
22 

ー 

３
５
０
４

日
時　

令
和
２
年
１
月
９
日（
木
）10
時
〜
15
時

場
所　

市
役
所
３
階　

第
２
会
議
室

※

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
ご
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

℡
０
７
３ 

ー 

４
４
７ 

ー 

１
６
６
０

　　

健
診
は
も
う
受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？
今
年
度

最
後
の
集
団
健
診
の
ご
案
内
で
す
。

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金　

請
求
手
続
き

　

12
月
１
日
付
け
で
、
68
名
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
を
受
け
ま

し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
住
民
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
常
に
住
民
の
立
場
に

あ
な
た
の
ま
ち
の

　
　
　

 　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
さ
ん

■
特
定
健
診

対
象
者　

今
年
度
40
〜
74
歳
の
有
田
市
国
保
加

入
者

内
容　

問
診
・
診
察
・
身
体
測
定
・
血
圧
測
定
・

尿
検
査
・
心
電
図
・
血
液
検
査

■
が
ん
検
診

対
象
者　

今
年
度
に
40
歳
以
上
に
な
る
有
田
市
民

※

受
診
で
き
る
検
診
は
、
が
ん
検
診
受
診
券
に

記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
う
え
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

検
診
種
別　

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
・

乳
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

　
　

健
康
課　

℡
22 

ー 

３
５
１
２

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
82 

ー 

３
２
２
３

問問

問

問

令
和
元
年
度

　

固
定
資
産
税
（
第
３
期
）

　

国
民
健
康
保
険
税
（
第
６
期
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
６
期
）

　

介
護
保
険
料
（
第
６
期
）

　
　
　

納
期
限
は
12
月
25
日
（
水
）
で
す
。

申
・
問 社

会
保
険
労
務
士
に
よ
る
出
張
年
金
相
談

今
年
度
、
最
後
の
集
団
健
診
で
す
！

◎第71回人権週間　12月4日（水）～10日（火）　
　「みんなで築こう　人権の世紀　～ 考えよう　相手の気持ち　未来へつなげよう　違いを認め合う心 ～」

　　　　市民課　℡22-3558問

特定健診
受診券

がん検診
受診券

実施日 健診場所 申込締切日

ＪＡありだ
宮原支所

１月19日（日） １月８日（水）保健センター

２月２日（日） １月22日（水）保健センター

１月30日（木） １月16日（木）

受付時間　８時～９時
※すべて無料です。
※事前に予約が必要です。
　お電話にてお申込みく
　ださい。

地区 氏　名 担当地区名

箕　
　
　

島

港

宮　
　

崎

栗山　　透

楠本幾久子

松村　保美

濵田　澄夫

古川由美子

亀井美千子

石井志通男

田尻　芳久

松本　裕子

炭　　峰子

山口　秀志

松本マサコ

森田　弘子

西田　　稔

野井　泰子

垣内眞知子

嶋田　德雄

栗山　仁美

田中　悦子

梅本　正明

津川　満里

桑原　博恵

引尾美智子

南幸町、北幸町、戎町、
橘町、福島1
駅前（1、2）、東生町、
東新町
冨久町、大正町、御蔵
町、東寺町、平尾町
福島（2、3）、天甫町、
三菱町

東仲町、西仲町、寿
町、住吉町

西の浜、新川、芦原3
（県営住宅）

新屋敷（1、2）、港楚
都浜

地区 氏　名 担当地区名

中　
　
　

央

保　
　
　

田

宮
原・糸
我

江川　義信

江川　充子

嶋田嘉鶴子

大渕三千代

竹内さち子

成川　節子

森川　文夫

江川　　均

栗山　徳子

児嶋　陽徳

粂田　登代

山﨑　哲一

玉置　幸康

大崎　　哲

成瀨　朝光

貴志多惠子

川島　照美

川口　恭司

久世　　修

川口　裕三

大浦　紀子

宮井　典子

髙﨑　　保

野（由利、桜通り、南中、
生殿、団地）

地区 氏　名 担当地区名

宮
原
・
糸
我

初　
　
　

島

主
任
児
童
委
員

生駒　成通

則藤　正文

川口　伸二

楠本　　透

九鬼百合子

赤松　憲治

橋爪　嘉郎

乙井　貞彦

川嶌　康由

西中　教高

竹田　雄一

川原　修也

白樫由美子

中井　宏幸

南村　純一

正木小夜子

脇村　敬介

北野　音弘

伊藤　惠理

森本　奈都

雜賀比仁美

脇村　十月

北新町（東側）

北新町（西側）

本町（1、2、3）

中寺町、西寺町

赤岩、東

出崎（1、2）

中（1、2）

芦原（1、2）

辰ケ浜1、2、3町内

辰ケ浜4、5町内

辰ケ浜6、7町内

辰ケ浜8、9町内

辰ケ浜10、11町内

辰ケ浜12、13町内

男浦

矢櫃、女ノ浦

逢井

小豆島（中御堂）

小豆島（浄妙寺谷）

小豆島（国尾）

古江見　バイパス南側

古江見　バイパス北側

山地

新堂（西）

新堂（東）

野（東、北、城、西）

千田西

高田

千田東（野井）

千田東（佐山）

辻堂（西）

辻堂（東）

星尾

山田原

下中島

西（真砂、堀町）

西（西里）

中番

須谷

東

新町（南）

新町（北）

道（東）

道（西）、畑（畑、前田）

滝、畑（市原）

滝川原（東）

滝川原（西）

里（北原、竹田）

里（弓場、里中央）

里（奥）

浜（上、本町）

浜（楚都浜、砂浜）

浜（南）

浜（新田、中野）

浜（脇本）

浜（北、松ヶ丘）
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日
時
　
令
和
２
年
１
月
12
日
（
日
）

　
　
　
受
付
13
時
〜
　
開
式
13
時
30
分
〜

場
所
　
市
民
会
館

対
象
者
　
平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年

　
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※

10
月
末
の
時
点
で
、
本
市
に
住
民
登
録
の
あ

る
対
象
者
に
は
、
12
月
初
旬
に
ハ
ガ
キ
で
開

催
案
内
を
送
り
ま
す
。

※

市
外
に
住
民
票
を
移
し
て
い
る
方
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
電
話
で
生
涯
学
習
課
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
生
涯
学
習
課
　
℡
22 

ー 

３
７
６
１

　
み
ん
な
で
楽
し
も
う
♪
は
じ
め
て
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
（
０
歳
か
ら
ご
入
場
い
た
だ
け
ま
す
。）

日
時
　
令
和
２
年
３
月
21
日
（
土
）

11
時
開
演
（
約
90
分
）

場
所
　
市
民
会
館
　
紀
文
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
　
12
月
７
日
（
土
）
発
売
開
始

　
大
人
　
前
売
券
５
０
０
円（
当
日
８
０
０
円
）

　
子
ど
も
（
中
学
生
以
下
）

前
売
券
２
０
０
円
（
当
日
３
０
０
円
）

販
売
先
　
市
民
会
館
【
全
席
指
定
】

※

乳
幼
児
の
お
子
様
も
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

※

前
売
券
が
完
売
の
場
合
、
当
日
券
の
販
売
は

あ
り
ま
せ
ん
。

主
催
　
市
民
会
館
自
主
事
業
実
行
委
員
会

　
　
市
民
会
館
　
℡
82 

ー 

２
６
２
６

　
箕
島
高
校
の
生
徒
が
、
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
や

ピ
ザ
を
ご
提
供
。
み
な
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の

令
和
２
年
有
田
市
成
人
式

大
阪
交
響
楽
団 

０
歳
か
ら
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
　
　
　
　
〜
動
物
園
に
行
こ
う
！
〜

う
え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
　
ピ
ザ
、お
で
ん
、コ
ー
ヒ
ー
、

　
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

日
時
　
12
月
14
日
（
土
）
10
時
〜
14
時

場
所
　
移
住
交
流
拠
点
施
設
　

　
く
ら
し
ち
ゃ
る
矢
櫃

　（
宮
崎
町
１
７
１
１ 

ー 

２
）

主
催
　
箕
島
高
校

問
　
経
営
企
画
課
　
℡
22 

ー 

３
７
３
１

日
時
　
12
月
22
日
（
日
） 

　

　
午
前
の
部
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
　
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※

午
前
の
部
・
午
後
の
部
と
も
先
着
40
名

※

小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

参
加
費
　
３
０
０
円
（
当
日
あ
つ
め
ま
す
）　

用
意
す
る
も
の
　
も
の
さ
し
・
木
工
ボ
ン
ド
・

は
さ
み
・
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
・
カ
ッ
タ
ー
ナ

イ
フ
・
え
ん
ぴ
つ
・
新
聞
紙
・
油
性
マ
ジ
ッ

ク
や
色
え
ん
ぴ
つ
（
凧
に
絵
を
か
く
）

申
込
み
　
午
前
の
部
ま
た
は
午
後
の
部
を
選
ん

で
12
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

主
催
　
有
田
市
地
域
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
実
行
委
員
会 

後
援
　
有
田
市
地
域
活
動
連
絡
協
議
会

　
有
田
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

　
　
　
　
生
涯
学
習
課
　 

℡
22 

ー 

３
７
６
１

①
冷
え
改
善
　
体
温
Ｕ
Ｐ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

日
時
　
12
月
17
日
（
火
）
19
時
20
分
〜
21
時

講
師
　
新
田 

佐
津
紀 

氏

申
込
期
間
　
12
月
２
日（
月
）〜
12
月
11
日（
水
）

②
お
腹
引
き
締
め
す
ら
っ
と
体
操

日
時
　
１
月
21
日
（
火
）
19
時
20
分
〜
21
時

講
師
　
新
田 

佐
津
紀 

氏

申
込
期
間
　
１
月
６
日（
月
）〜
１
月
15
日（
水
）

③
ほ
っ
こ
り
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
　
　
　
リ
ズ
ム
体
操
・
青
竹
体
操
・
ヨ
ガ

日
時
　
１
月
23
日
（
木
）、
２
月
27
日
（
木
）

　
９
時
20
分
〜
11
時

講
師
　
津
本 

ク
ミ
子 

氏

申
込
期
間
　
１
月
８
日（
水
）〜
１
月
17
日（
金
）

④
リ
ズ
ム
体
操
・
脂
肪
燃
焼
・
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

日
時
　
１
月
27
日
（
月
）

講
師
　
津
本 

ク
ミ
子
　
氏

申
込
期
間
　
１
月
10
日（
金
）〜
１
月
20
日（
月
）

【
各
教
室
共
通
】

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
25
名
　※

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、飲
み
物
、保
険
代
50
円（
③

　
は
１
０
０
円
）

※

③
④
は
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
も
必
要

申
・
問
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
℡
82 

ー 

３
２
２
３

日
時
　
令
和
２
年
１
月
17
日
（
金
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
　
有
田
振
興
局
　
３
階
　
大
会
議
室

講
師
　
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
講
師
　
心
理
カ
ウ

　
ン
セ
ラ
ー
　
谷
本 
由
紀 

先
生

申
込
み
　
令
和
２
年
１
月
６
日
（
月
）
ま
で

　
　
　
　
湯
浅
保
健
所
　
保
健
福
祉
課

℡
64 
ー 

１
２
９
４

問

問
箕
高
カ
フ
ェ 

in 

Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ

問

教

　室

凧
作
り
教
室

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
　
（
20
〜
74
歳
の
市
民
対
象
）

「
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
う
た
め
の

　
　
　
　
　
　
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
講
座
」

申
・
問

申
・
問

申
・
問

き

た

に
っ

つ

さ

き

た

に
っ

つ

さ

こ

も
と

つ

き

ゆ

も
と

た
に

こ

も
と

つ

⑨ ARIDA　2019. 12

広告

Hospital Topics ～有田市立病院～

■教育相談
日時　平日９時～
　　　　教育委員会
　　　　℡ 22-3758
■青少年相談
日時　平日８時30分～
　　　　青少年センター
　　℡ 0120-783-782
　　℡ 82-3591
■家庭児童相談
日時　月～木　※平日のみ
　　　９時～16時

　　家庭児童青少年相談室
　　℡ 82-3711
■消費生活相談
日時　毎週月曜日 
　　　※平日のみ
　　　13時～16時
場所　市役所  ２階
　　　人権相談室
　　　※電話相談も可
　　産業振興課
　　℡ 83-0225

■市民法律相談　※予約制
日時　12/17（火）・1/21（火）
　　　13時～16時20分
場所　市役所  3階  会議室
　　※弁護士は月替わり
　　※定員10名
　　市民課　℡ 22-3561
■合同相談
日時　12/12（木）・1/9（木）
　　　13時30分～16時
場所　文化福祉センター
行政相談委員　石井志通男
　　　　　　　吉川かよ子
人権擁護委員　
（12月）堤敏明・栗山勝典
（ 1 月）橋本訓祐・宮本直樹
　　市民課　℡ 22-3561

問

いし い

よし かわ こ

し づ お

問

場所・問

場所・問

場所・問

問

無 料 そ う だ ん

はし もと くに すけ みや もと なお き

つつみとし あき くり やま かつ のり

■
年
末
年
始
の
診
療

　
年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
１
月
５
日
）
の

外
来
診
療
は
休
診
と
な
り
ま
す
が
、
急
病
時

に
は
救
急
対
応
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
小
児
科
医
夜
間
当
直
の
ご
案
内

　
次
の
日
程
で
、
小
児
科
医
が
夜
間
当
直
を

行
な
い
ま
す
。
夜
間
お
子
様
の
急
病
時
に
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

来
院
前
に
電
話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
程
　
12
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
　
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　
29
日
（
日
）

時
間
　
17
時
15
分
〜
翌
８
時
30
分

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

　
平
日
の
受
付
時
間
内
（
８
時
30
分
〜
11
時

30
分
）
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
接
種
で
き
ま

す
。（
予
約
不
要
）

対
象
　
高
校
生
以
上

■「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
感
染
力
が
強
い

ウ
イ
ル
ス
で
、
集
団
感
染
を
起
こ
し
や
す

い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
自
身
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
や
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
、
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
抵
抗
力
を
つ
け
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

■
感
染
か
ら
身
を
守
る
３
つ
の
対
策
を
実
践

し
ま
し
ょ
う
！

　
・
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
・
手
洗
い

　
・
マ
ス
ク
の
着
用

　
　
市
立
病
院
　
℡
82 

ー 

２
１
５
１

問

　■12月10日（火）～16日（月）は、「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です ■
　　　北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めましょう。　　　　　　　有田警察署　℡83-0110問

受賞作品：「咲かそうよ  笑顔の花を  歯みがきで」
保田小学校６年 𦚰村 幸歩さんが全国「最優秀賞」に
選ばれました。おめでとうございます。

わきむら さ ほ

≪2019年度 歯･口の健康啓発標語コンクール≫

「第７回プラチナ大賞」で、有田市とリクルートの
取組みが大賞「経済産業大臣賞」に選ばれました！！

　市では、（株）リクルートと包括連携協定を締結し、「Cheers 
Agri Project IN ARIDA」に取り組んでいます。
　プラチナ大賞とはこれからの日本が直面する社会や地域の
課題を新たな切り口、手法で解決しようとする自治体や企業
の取組みの中で、特に優れたものを表彰するもので、日本の
農業が直面する高齢化や後継者不足への対応のモデルとなり
うるものとして高く評価され受賞に至りました。
　これからも、農家さんとともに、有田みかんを次世代にしっ
かりつないでいけるよう、事業をすすめてまいります。

　市では、（株）リクルートと包括連携協定を締結し、「Cheers 
Agri Project IN ARIDA」に取り組んでいます。
　プラチナ大賞とはこれからの日本が直面する社会や地域の
課題を新たな切り口、手法で解決しようとする自治体や企業
の取組みの中で、特に優れたものを表彰するもので、日本の
農業が直面する高齢化や後継者不足への対応のモデルとなり
うるものとして高く評価され受賞に至りました。
　これからも、農家さんとともに、有田みかんを次世代にしっ
かりつないでいけるよう、事業をすすめてまいります。



★水曜映画会（大人向け）
　12月11日（水）　14：00～
　場所　市民会館１階　第１会議室
　内容　「グレイテスト・ショーマン」
　　　　（約105分）
　定員　60名程度

★ダグラスのクリスマス会
　12月21日（土）　10：30～
　場所　わくわくのもり
　内容　絵本の読み聞かせなど　

★シモン’Sクラブ（中高生向け）
　12月22日（日）　10：30～
　場所　市民会館　第２会議室
　内容　クリスマスハンドメイド
　定員　20名
　※申込み受付中。中高生以外の方も
　　参加できます。

★有田市朗読ボランティア
　「ささやき」さんによる
　朗読会（大人向け）
　12月25日（水）　13：30～
　場所　市民会館１階　市民ギャラリー
　内容　大人向けの朗読をします。

★読聴読聴音読会（大人向け）
　12月25日（水）　14：00～
　場所　図書館　グループ学習室
　内容　本や文章を声に出して、脳を
　　　　元気にしませんか。
　※申込み受付中　定員：10名

★どようえいがかい（子ども向け）
　１月４日（土）　13：30～
　場所　市民会館１階　第１会議室
　内容　「ざんねんないきもの事典」
　　　　（約50分）
　定員　60名程度

有田市図書館　℡ 82-3220

あかちゃんタイム　12月12日・19日・26日・１月９日（木） 9：30～12：00

広告

　今年もいよいよあとひと月。寒さに負けず、元気に過ごしましょう。
　現在、国立がん研究センター がん対策情報センターから「がん」についての資料をいただき
展示しています。また、独自のテーマ展示として「がん」についてのコーナーも設置しています。
実は和歌山県における死因の第一位は「がん」によるもので、死亡率も全国の中でも高いそう
です。この機会に図書館で「がん」について理解を深めてみませんか。

〈年末年始休館のお知らせ〉
年内の最終開館日は12月28日（土）です。
•12月27日（金）　図書整理日
•12月29日（日）～令和２年１月３日（金）は
休館します。休館に伴い、12月15日（日）～
28日（土）の貸出は、お一人合計15点まで
に変更します。（視聴覚資料及び
　雑誌はあわせて５点）

小田 瑞恵/著　斎藤 元章/著　
主婦の友社

だお えみず とうさい あきもと

子宮頸がんや子宮体がんの検
査や診断、治療法など、診断
されてすぐに知りたいことが
わかりやすく載っています。

「子宮がん　
　　頸がんと体がんの
　　　　診断・治療・生活」

ど　き　ど　き
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こ
ど
も
ス
マ
イ
ル

月
生
ま
れ

こ
ど
も
ス
マ
イ
ル

月
生
ま
れ

もり かわ

谷　杏心 ちゃん
たに あ こ

（５歳）
５歳のお誕生日おめでと
う♡妹のお世話やお手伝
いいつもありがとう♪
これからも姉妹仲良く元
気良く¥(^_^)/

いつも元気で明るい陽菜♪
いつも妹の面倒をみてく
れる優しいお姉ちゃん☆
５歳の誕生日おめでとう！

もり かわ もり かわ

お誕生日おめでとう！
元気に育ってね☆

今西 ななみちゃん
いま にし

（６歳）12

2月生まれのお子さん（就学前）募集中♪氏名、生年月日、住所、電話番号、メッセージ（50字以内）を添えてお申込みください。
※応募多数の場合は抽選　※宛先は裏表紙参照　申込方法／郵便・メール・持込　締切／12月末日　　　　　秘書広報課　℡22-3715申・問

江川 陽菜ちゃん
え かわ ひ な

（５歳）

境　翔空 ちゃん
さかい と あ

（３歳）
中嶋 稀夕ちゃん
なか しま き せき

（１歳）
南 日菜子 ちゃん
みなみ ひ こな

（１歳）
きぃちゃんが産まれた
“キセキ”の日からもう
１年。お誕生日おめでと
う♡笑顔一杯すくすく大
きくなぁれ！

お誕生日おめでとう！
来年は小学生だね♪
一緒に学校に行こうね☆

いくと兄より(^o^)

有田市の施策やまちの話題など…
Active Arida Topics

お医者さんの仕事を体験！

　10月19日（土）、市立病院において「健康フェスティ
バル」を開催しました。
　手術体験コーナーや、お菓子をお薬に見立てて調剤す
るコーナーなどのお楽しみコーナーが設けられ、参加し
た子どもたちは少し緊張しながら病院での仕事を体験し
ていました。手術体験をした子は「手術室に入るのは初
めてでちょっと怖かったけど、すごく楽しかった。」と
話してくれました。

唄い継がれるふるさとの心

　11月10日（日）、紀文ホールにおいて「ねん
りんピック紀の国わかやま2019民謡交流大会」
を開催しました。北は岩手県、南は鹿児島県ま
で全国から集まった61名の選手が日頃の練習
の成果を披露され、島根県の選手に最優秀賞が
授与されました。
　豪華ゲスト出演やおもてなしコーナーも好評
で、約700名の方々にご来場いただき
ました。

わくわく☆防災体験

　10月27日（日）、箕島中学校グラウンドにおいて消防
フェスティバルを開催しました。
　幼年消防クラブの子どもたちが元気いっぱいの鼓笛演
奏やお遊戯を披露したほか、レスキュー体験や高所放水
車試乗など、様々な催しを行いました。参加した方から
は、「日頃できない体験ができて嬉しかった。」という声
が聞かれ、皆さん楽しみながら防災への関心を深められ
ました。

有田市から出場した

　　　東端 敬子さん
ひがしばた けいこ

これからも元気
で面白い翔空で
いてね♡

⑪ ARIDA　2019. 12
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　早いもので今年もあとひと月となり
ました。この時期毎年、「今年の漢字」
が発表されますと、その年の出来事を
回顧するとともに、来年への想いを新
たにしています。
　先月、東京で行われた「第７回プラ

チナ大賞」最終審査発表会・表彰式で、有田市と㈱リク
ルートとの取組みが大賞である「経済産業大臣賞」に選
ばれました。「プラチナ大賞」とは、これからの日本が
直面する社会や地域の課題を、新たな切り口、手法によ
り解決しようとする自治体や企業の取り組みの中から
特に優れたものを表彰するもので、今回は約50団体の
応募の中から13団体が最終審査に進みました。当日は
私も会場で有田市と㈱リクルートが推進する「Cheers
Agri Project（CAP）」と新規就農支援策「AGRI-LINK
IN ARIDA」についてのプレゼンテーションに参加させ
ていただきました。これらの取組みは、日本の農業が

直面する高齢化や後継者問題への対応のモデルとなり
うるものとして高く評価され、大賞の受賞に至りました。
　これは農家さんをはじめ、プロジェクトにご協力い
ただいたすべての方の取組みやチャレンジが評価され
たものと感じています。これからも、農家さんととも
に、このプロジェクトをさらに磨き上げ、有田みかん
と誇りある産地を次世代にしっかり繋いでいけるよ
う、チャレンジを続けてまいります。
　有田市にとっての今年の漢字を選ぶとすると、「実」
です。これまで推進してきた様々なプロジェクトが
「実（み）」を結びつつあるということ、そして、今年
も来年も再来年もおいしい有田みかんを多くの皆様に
実感していただけるよう、これからも「実（じつ）」
のある行政運営を進めていきたいという思いを込めて
います。今年一年、市行政にご理解とご協力をいただ
きありがとうございました。

　有田市長　望月 良男

　10月19日（土）、スイーツに興味のある方やパティシエ、
まちづくりに取り組まれている方などにもお集まりいた
だき、和歌山マリーナシティホテルでノエル・アリダ・
スイーツ・ミーティングを開催しました。おいしいケー
キを食べながら、和やかな雰囲気の中、参加者の皆さん
とスイーツの魅力、有田みかんの魅力を共有できた時間
となりました。

　2010年から開催されてきた「ノエル・アリダ・スイーツコンテスト」の最優秀Toshi 
Yoroizuka賞「ノエルアリダスイーツ」が今年も商品化されます！ぜひ、ご賞味ください。
※商品化されているスイーツの販売期間、数量、価格等はお店により異なりますので、
　詳しくはお店にお問合せください。　　　　　　　　　ふるさと創生室　℡22-3648 販売店舗一覧問
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